
施設老朽化

製品プラスチックへの対応

◆分別・排出、収集・運搬、
中間処理・資源化、搬
出と一連のフローの各
段階での現状と課題

◆現状のごみ量の把握と、
将来のごみ量の推計

◆容器包装以外の製品プラス
チックを資源ごみの対象とす
る場合の効果と課題・コスト

分別・排出
収集・運搬

検討
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社会的要請

本市が有する諸条件
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新 設
基幹改良

検討

◆設備・機器の最新の
情報収集・整理

◆先進事例

◆プラスチック資源一括回
収による二酸化炭素排出
量削減等環境負荷低減
効果とコストの試算

◆容器包装以外の製品プラ
スチックを容器包装プラ
スチックと一括回収・搬
入を想定した現有施設の
基幹改良・長寿命化した
場合と新設による施設整
備した場合の利害損失
（メリット・デメリット）、イ
ニシャルコスト、ランニン
グコスト、整備期間等

整備計画

◆公民による各種整備・
運営手法の比較

鶴岡市一般廃棄部処理基本計画
（排出抑制・再資源化）

精密機能検査

◆敷地選定条件

分別収集
計画

《参考》整備方針検討フロー


